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ごみの種類

わたしたちの家や学校などから出るごみは ,どのように
処理されているのでしょう。また ,ごみを減らすために ,
どのような取り組みがされているか , 学習しましょう。

家庭などから出されるごみには ,台所から出る生ごみやお菓子などの入っていた袋や箱 , 着れなくなった衣類や

読み終わった雑誌 ,こわれた電化製品や家具など ,とてもたくさんの種類があります。

多くの市町村ではこれらのごみを分別（種類ごとに分けて収集に出すこと）するきまりがあります。

日本のごみの量

ある市のごみの分別と出し方のきまり ※一部省略してあります。
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環境省 「日本の廃棄物処理（平成 28 年度版）」より
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日本で１年間に出るごみの量（万ｔ/ 年）
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札幌市「 家庭ごみ組成調査」より
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日本で出た
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1人が1日に

出すごみの量は ,

925ｇだったよ。
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3Ｒの活動　～わたしたちが出来ること～
スリーアール かつどう で　き

ごみのゆくえ

ごみを減らすには

多くの市町村では ,下の図のような流れでごみを処理しています。ごみの処理にはたくさんのお金がかかります。

また ,清掃工場や最終処分場を作る場所には限りがあります。そのため , どの市町村でもごみの量を減らすため

様々な取り組みをしています。

ごみを減らすため ,わたしたちが出来ることに , ①ごみそのものを減らす「リデュース（Reduce）」, ②くり返し

使う「リユース（Reuse）」, ③ごみを資源に変え再利用する「リサイクル（Recycle）」の３つの活動があります。

この３つを,それぞれの英語の頭文字をとって「３Ｒ」といいます。

リデュース リユース リサイクル
ごみそのものを減らす

必要ない物は買わない,もらわない。

買い物にはマイバッグを持って行く。

資源ごみをきちんと分別する。

リサイクル原料で作られた

製品を使う。
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